
①学科等の情報 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 経理・事務学科 〇 - 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に

必要な総授業時

数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 １６００時間 

 

1455 時

間 

390 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

60 

時間 

1905 時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 
うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

200 人 60 人 0 人 2 人 10 人 12 人 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概 要） 

各年度の各学科の授業計画（シラバス）については、学校運営委員会の検討

事項をもとに、シラバス作成ガイドラインに則り、学内の教務部及び教職員

で検討をし、職員会議を経て 

決定している。 

【シラバス作成ガイドライン】 

学生にとって各科目で何を身に付けることが出来るか。学習成果がどのように評価されるのかなど、

シラバスは学生に学びの指針を与え、学びの支援をするものであります。 

また、教員にとっては教育計画の系統性、一貫性を保つための自己点検ツールでもあります。今後、

シラバス内容の点検、シラバスの見直しを組織的に検討していきます。 

１．記載要領 

  （１）授業科目名  

     内容がイメージできる科目名で示す 

     例 WEB デザイン、簿記の基礎 

  （２）授業期間、単位・時間数、担当者の明記 

     学生に対して授業期間、授業単位・時間数を明確に示し、学生に対してどの時 

     点からどれくらいの時間で実施するかを示す。 

     例 授業期間：1 年次 4 月～11 月 

       単位・時間数：6 単位(90 時間) 

    （３）科目担当者の実務経験についての明記 

     各科目指導に当たる担当教員の実務経験がある者の明記をする 

     例 教科担当：〇〇〇〇 (実務経験者：経歴記載する) 



  （４）講義の目的及び概要 

     教員の視点から授業科目の持つ意義を学生に明確に示す。学科の教育目標、他 

     の科目との関連などを示すことによって、学生に対して系統的な学習の視点を 

     与えるようにする。また、学生の興味・関心を高め、学習意欲を喚起すること 

     を目指した内容にする。 

     例 WEB サイトの基本的な作成方法、PC をはじめ、タブレット、スマートフ 

       ォンなど多様な情報機器への表示が柔軟に対応できるレスポンシブデザイ 

       ンについて学び、使い勝ってや見栄えを向上させる方法について学びます。 

    （５）講義方法 

     板書、プロジェクター、コンピュータを使用した機器の使用の有無、講義形式、 

     グループ学習方式など具体的に示す。 

     例 コンピュータを使用した演習形式で学びます。また、e-leaninng を活用し     

       て、実践的な WEB サイト作りを行ないます。 

   （６）授業内容・計画 

     授業期間に合わせて、どのような項目を実施するかを明示する。 

     例 1．HTML タグの基本       

       2．WEB ページにおける段組み  

    （７）到達目標 

     学生に講義の目的および概要にもとづき、学生の視点で到達目標を示す。 

     学習の有効性、職業と結びつけたメリット等が説明でき、学生にとっての行動 

     目標などを示す。 

     例 テーマに沿った WEB サイトの作成ができる。 

  （８）目標検定・受験時期 

     学生の到達レベルを測るため、また、就職時の個人評価を高める為、 

     学習内容によって検定試験を受験させることを示す。 

     例 日商簿記検定試験 3 級 

  （９）試験・成績評価 

     学生が到達すべき目標を達成できたかどうかを評価する方法(定期 

     試験、小テスト、課題、平常点（出席状況、授業態度等)）を明確 

     に示す。 

     例 定期試験５０％ 課題３０％ 平常点２０％ 

  （10）テキスト・参考文献 

     授業で使用する教科書、テキストがある場合 書名、著者名、出版 

     社等を明記する。また、参考文献等がある場合も示す。 

     例 「IT パスポート試験問題集」 出版社：インフォテックサーブ  

 



    （11）学習にあたっての知識・準備等 

     学生が効率よく学習できるように、事前に必要な知識、準備等を 

     示す。 

     例 業種や分野を問わず、出来るだけ多くの WEB サイトを閲覧して 

       使いやすさや見やすさなどを調べておくこと。 

 【シラバス作成ガイドライン】 

   https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-3.pdf 

【2019 年度シラバス】 

経理・事務学科 

  1 年次 https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-KE01.pdf 

  2 年次 https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-KE02.pdf 

成績評価の基準・方法 

（概 要） 

単位（履修）認定基準は年度ごとに見直しを行い、学則にて設定するととも

に、学生心得にて学生・保護者に周知している。下記の基準により単位（履

修）認定を行っている。 

また、学生の学修意欲・理解度等については、学生アンケートなどにより把

握しており、その結果を授業計画作成時に反映させている。 

 

【単位（履修）認定基準】 

単位の認定の方針については、下記に記載した学則第１３条並びに教務規定により条件

を満たした学生に対して行う。 

 

（学則抜粋） 

第１３条  授業科目（以下、本条において科目という。）履修の認定は、原則として年間総授業時

間数の９割以上出席して指導を受け、学習した（以下出席という。）者に対して行う。 

          なお、病気入院など特別の理由による出席不足については、校長の判断に委ねる。 

    ２ 教育指導計画にしたがって科目を履修し、その成績を評定して合格した者に対して、単

位の修得を認定する。 

    ３ 成績の評定（以下、評定という。）は、定期試験の成績及び平素の成績に基づいて行う

ものとする。 

    ４ 評定の結果は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄをもって表し、Ｄを不合格とする。但し、一部の科目に

ついては、必要な授業時間数を受けた者に対し、Ｓとして単位の認定をすることがある。 

５ 評定は、１００点を最高点として行い、得点との関係は、次の通りとする。 

８０点以上 Ａ     ６０点以上 Ｂ 

   ５０点以上 Ｃ     ５０点未満 Ｄ 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-3.pdf
https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-KE01.pdf
https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-KE02.pdf


  ６ 各学科の当該年度のカリキュラムに含まれている科目内容と同一内容以上と認められ  

    る程度の検定資格を取得した者には、評定の上、規定の単位の修得を認定することがある。 

７ 前項の科目と検定資格の関係については、学科毎に別に定めるものとする。 

本校ホームページにて公開する 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-6-2.pdf 

卒業・進級の認定基準 

（概 要） 

卒業の認定基準については、毎年見直し検討を行っており、学生のより高い習熟度を達成させるよう

に基準を設け、学則において設定している。学生・保護者については学生心得にて公開・周知してい

る。卒業の認定についての基準は下記の通りである。 

 

【卒業認定基準】 

本学は、学則第 12 条第 3 項、第 4 項、第 5 項に基づき、所定の単位を修得した学生で、下記に示

す能力を身につけた者に対して卒業認定をする。 

【学則抜粋】 

第 12 条 （省略） 

   ３ 専門課程の 2 年次進級認定に必要な単位数は、60 単位以上とし、  

     また卒業認定に必要な単位数は、115 単位以上とする。 

     （1 単位 15 時間） 

   ４ 専門課程各科の進級認定並びに卒業認定を行うにあたっては、検定 

     資格を付加する場合がある。 

   ５ 前項の検定資格の付加については、年度毎に定めるものとする。 

 

【身に付ける能力】 

「経理・事務学科」 

１．経理事務や一般事務、営業事務など事務職で必要とされる財務会計の専門知識を有し、実務にお

いて実践できる能力 

２．情報活用技術をコンピュータ・情報に関する知識を有し、業務で必要とされる各種書類の作成が

できる能力 

３．来客・電話等の際に適切な接遇ができる 

［税務会計学科］ 

１．財務分野（財務会計並びに税法）の専門知識を有し、企業経営に必要とされる財務諸表を作成で

きる能力 

２．財務諸表から企業の財務状態、経営状態を分析し企業の健全な成長と発展に寄与できる能力。 

 

 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-6-2.pdf


 [北海道観光学科］ 

１．観光に関する専門知識を有し、北海道の魅力を発信し、観光の各分野で活躍できる能力 

２．北海道の観光産業を支えることができる能力 

３．コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力 

 

【情報・マネジメント学科］ 

１．情報・経営・財務分野の専門知識を有し、情報技術力や経営分析力を企業 

の経営に活用できる能力 

２．会社の設立、ビジネスプランなどの知識を有し、起業家精神を培った企業３．企業経営の中核を  

 担い活躍できる人材を目指す。 

 

学修支援等 

（概 要） 

成レベルに応じて、放課後講習を実施。また、心的な病等に対応するためカウンセラー

を委嘱し、対応している。学習、生活指導については、保護者、学生、学校との連携に

より個別対応している。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 
47 人 

（100％） 

0 人 

（  0％） 

47 人 

（ 100％） 

0 人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

■主な就職先、業界等 

 (株)アイティ・コミュニケーションズ、アイ・ティ―・エックス(株)、アサヒ住宅(株)、 

(株)アレフ、(医法)イムス札幌消化器中央総合病院、（株)エイジェック、（株)エスイーギル

ド、岡本興業(株)、渡島信用金庫、神原商事(株)、(株)桂和ビル、コスモ建設(株)、(株)コバヤ

シ、酒井水産(株)、(株)サカイ引越センター、Z・SAN(株)、(株)正栄プロジェクト、

(株)SHOKUSAN、(株)新和グループ、(株)ダイイチ、武田産業㈱、東京コンピュータサービ

ス(株)、東光工栄(株)、(株)トヨタレンタリース新札幌、(株)どんぐり、(株)なかの経営、(株)

日弘ヒーティング、日本チルド物流(株)、ハンナンフーズ北海道(株)、(株)ビーアクト、(株)

樋口、ベングループ、(株)ホープス、北海道コカ・コーラプロダクツ(株)、北海道コンクリー

ト工業(株)、北海道ｼﾞｪｲ･ｱｰﾙ商事、北海道曹達(株)、ホテルライフォート札幌、丸建道路(株)

札幌支店、ヤマトグローバルエキスプレス（株)やまぐち食品、（株)ヨドバシカメラ等 

 



（就職指導内容） 

担任による個別指導、就職推進室による個別対応、全体就職指導、在校生就職

決定者による座談会、グループディスカッション対策講座、個別面接訓練を実

施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

■国家資格・検定／その他民間検定等 

日商簿記検定試験、全経簿記検定試験、全経税務会計試験(所得税、法人税)、

全経電卓検定 

日本語ワープロ検定、Excel 表計算検定、ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ検定、 

ビジネス能力ジョブパス検定等 

（備考）開設している授業の種類については、令和元年度入学生のもので記載 

     

 

中途退学の現状 

平成３０年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  82 人 6 人  7.3％ 

（中途退学の主な理由） 

不本意入学、進路変更、精神的な病気等が主な原因となっている。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席増加に伴って、担任からの指導、保護者への連絡、3 者面談などを実施

し、本人の将来を考えての指導を実施している   

 

 

 

 

 

 

 

①学科等の情報 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 
情報・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 

※令和元年度より統合新設 
〇 - 

修業 

年限 昼夜 

全課程の修了に

必要な総授業時

数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 



２年 昼 １６００時間 

 

855 

時間 

990 

時間 

0 

時間 

0 

時間 

60 

時間 

1905 時間 

生徒総定員数 
生徒実

員 
うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

100 人 45 人 0 人 2 人 10 人 12 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概 要） 

各年度の各学科の授業計画（シラバス）については、学校運営委員会の検討

事項をもとに、シラバス作成ガイドラインに則り、学内の教務部及び教職員

で検討をし、職員会議を経て決定している。 

【シラバス作成ガイドライン】 

学生にとって各科目で何を身に付けることが出来るか。学習成果がどのように評価されるのかなど、

シラバスは学生に学びの指針を与え、学びの支援をするものであります。 

また、教員にとっては教育計画の系統性、一貫性を保つための自己点検ツールでもあります。今後、

シラバス内容の点検、シラバスの見直しを組織的に検討していきます。 

１．記載要領 

  （１）授業科目名  

     内容がイメージできる科目名で示す 

     例 WEB デザイン、簿記の基礎 

  （２）授業期間、単位・時間数、担当者の明記 

     学生に対して授業期間、授業単位・時間数を明確に示し、学生に対してどの時 

     点からどれくらいの時間で実施するかを示す。 

     例 授業期間：1 年次 4 月～11 月 

       単位・時間数：6 単位(90 時間) 

    （３）科目担当者の実務経験についての明記 

     各科目指導に当たる担当教員の実務経験がある者の明記をする 

     例 教科担当：〇〇〇〇 (実務経験者：経歴記載する) 

 

 

 

 

  （４）講義の目的及び概要 

     教員の視点から授業科目の持つ意義を学生に明確に示す。学科の教育目標、他 



     の科目との関連などを示すことによって、学生に対して系統的な学習の視点を 

     与えるようにする。また、学生の興味・関心を高め、学習意欲を喚起すること 

     を目指した内容にする。 

     例 WEB サイトの基本的な作成方法、PC をはじめ、タブレット、スマートフ 

       ォンなど多様な情報機器への表示が柔軟に対応できるレスポンシブデザイ 

       ンについて学び、使い勝ってや見栄えを向上させる方法について学びます。 

   （５）講義方法 

     板書、プロジェクター、コンピュータを使用した機器の使用の有無、講義形式、 

     グループ学習方式など具体的に示す。 

     例 コンピュータを使用した演習形式で学びます。また、e-leaninng を活用し     

       て、実践的な WEB サイト作りを行ないます。 

  （６）授業内容・計画 

     授業期間に合わせて、どのような項目を実施するかを明示する。 

     例 1．HTML タグの基本       

       2．WEB ページにおける段組み  

                        : 

    （７）到達目標 

     学生に講義の目的および概要にもとづき、学生の視点で到達目標を示す。 

     学習の有効性、職業と結びつけたメリット等が説明でき、学生にとっての行動 

     目標などを示す。 

     例 テーマに沿った WEB サイトの作成ができる。 

  （８）目標検定・受験時期 

     学生の到達レベルを測るため、また、就職時の個人評価を高める為、 

     学習内容によって検定試験を受験させることを示す。 

     例 日商簿記検定試験 3 級 

  （９）試験・成績評価 

     学生が到達すべき目標を達成できたかどうかを評価する方法(定期 

     試験、小テスト、課題、平常点（出席状況、授業態度等)）を明確 

     に示す。 

     例 定期試験５０％ 課題３０％ 平常点２０％ 

  （10）テキスト・参考文献 

     授業で使用する教科書、テキストがある場合 書名、著者名、出版 

     社等を明記する。また、参考文献等がある場合も示す。 

     例 「IT パスポート試験問題集」 出版社：インフォテックサーブ  

 

 



 

 

 

    （11）学習にあたっての知識・準備等 

     学生が効率よく学習できるように、事前に必要な知識、準備等を 

     示す。 

     例 業種や分野を問わず、出来るだけ多くの WEB サイトを閲覧して 

       使いやすさや見やすさなどを調べておくこと。 

【シラバス作成ガイドライン】 

   https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-3.pdf 

【2019 年度シラバス】 

情報・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 

  1 年次 https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-JM01.pdf 

成績評価の基準・方法 

（概 要） 

単位（履修）認定基準は年度ごとに見直しを行い、学則にて設定するととも

に、学生心得にて学生・保護者に周知している。下記の基準により単位（履

修）認定を行っている。 

また、学生の学修意欲・理解度等については、学生アンケートなどにより把

握しており、その結果を授業計画作成時に反映させている。 

 

【単位（履修）認定基準】 

単位の認定の方針については、下記に記載した学則第１３条並びに教務規定により条件

を満たした学生に対して行う。 

（学則抜粋） 

第１３条  授業科目（以下、本条において科目という。）履修の認定は、原則として年間総授業時

間数の９割以上出席して指導を受け、学習した（以下出席という。）者に対して行う。 

なお、病気入院など特別の理由による出席不足については、校長の判断に委ねる。 

    ２ 教育指導計画にしたがって科目を履修し、その成績を評定して合格した者に対して、単

位の修得を認定する。 

    ３ 成績の評定（以下、評定という。）は、定期試験の成績及び平素の成績に基づいて行う

ものとする。 

    ４ 評定の結果は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄをもって表し、Ｄを不合格とする。但し、一部の科目に

ついては、必要な授業時間数を受けた者に対し、Ｓとして単位の認定をすることがある。 

５ 評定は、１００点を最高点として行い、得点との関係は、次の通りとする。 

８０点以上 Ａ     ６０点以上 Ｂ 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-3.pdf
https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-4-JM01.pdf


   ５０点以上 Ｃ     ５０点未満 Ｄ 

  ６ 各学科の当該年度のカリキュラムに含まれている科目内容と同一内容以上と認められ  

  る。程度の検定資格を取得した者には、評定の上、規定の単位の修得を認定することがあ 

   る。 

 

 

７ 前項の科目と検定資格の関係については、学科毎に別に定めるものとする。 

本校ホームページにて公開する 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA

1-6-2.pdf 

卒業・進級の認定基準 

（概 要） 

卒業の認定基準については、毎年見直し検討を行っており、学生のより高い習熟度を達成させるよう

に基準を設け、学則において設定している。学生・保護者については学生心得にて公開・周知してい

る。卒業の認定についての基準は下記の通りである。 

 

【卒業認定基準】 

本学は、学則第 12 条第 3 項、第 4 項、第 5 項に基づき、所定の単位を修得した学生で、下記に示

す能力を身につけた者に対して卒業認定をする。 

【学則抜粋】 

第 12 条 （省略） 

   ３ 専門課程の 2 年次進級認定に必要な単位数は、60 単位以上とし、  

     また卒業認定に必要な単位数は、115 単位以上とする。 

     （1 単位 15 時間） 

   ４ 専門課程各科の進級認定並びに卒業認定を行うにあたっては、検定 

     資格を付加する場合がある。 

   ５ 前項の検定資格の付加については、年度毎に定めるものとする。 

 

【身に付ける能力】 

「経理・事務学科」 

１．経理事務や一般事務、営業事務など事務職で必要とされる財務会計の専門知識を有し、実務にお

いて実践できる能力 

２．情報活用技術をコンピュータ・情報に関する知識を有し、業務で必要とされる各種書類の作成が

できる能力 

３．来客・電話等の際に適切な接遇ができる 

［税務会計学科］ 

https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-6-2.pdf
https://sapporo-cci.ac.jp/cms/wp-content/uploads/2019/04/CA1-6-2.pdf


１．財務分野（財務会計並びに税法）の専門知識を有し、企業経営に必要とされる財務諸表を作成で

きる能力 

２．財務諸表から企業の財務状態、経営状態を分析し企業の健全な成長と発展に寄与できる能力。 

［北海道観光学科］ 

１．観光に関する専門知識を有し、北海道の魅力を発信し、観光の各分野で活躍できる能力 

２．北海道の観光産業を支えることができる能力 

３．コミュニケーション能力とプレゼンテーション能力 

 

 

【情報・マネジメント学科］ 

１．情報・経営・財務分野の専門知識を有し、情報技術力や経営分析力を企業 

の経営に活用できる能力 

２．会社の設立、ビジネスプランなどの知識を有し、起業家精神を培った企業３．企業経営の中核を 

 担い活躍できる人材を目指す。 

※令和元年より「営業販売学科」・「ビジネス情報学科」については情報・ﾏﾈｼﾒﾝﾄ学科に統合した。 

 

学修支援等 

（概 要） 

目標達成レベルに応じて、放課後講習を実施。また、心的な病等に対応するためカウン

セラーを委嘱し、対応している。学習、生活指導については、保護者、学生、学校との

連携により個別対応している。 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 

令和元年度より学科統合

のため。 

－人 

（-％） 

－人 

（  －％） 

－人 

（  －％） 

－人 

（  －％） 

（主な就職、業界等） 

■主な就職先、業界等（平成 30 年度卒業生） 

 

 令和 2 年度が第 1 期卒業生の為、就職データなし 

 

（就職指導内容） 

担任による個別指導、就職推進室による個別対応、全体就職指導、在校生就職



決定者による座談会、グループディスカッション対策講座、個別面接訓練を実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

■国家資格・検定／その他民間検定等 

(国)情報処理技術者 IT パスポート試験、日商簿記検定試験、全経電卓検定 

日本語ワープロ検定、文書デザイン検定、Excel 表計算検定、ACCESS デー

タベース検定、 

ﾘﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ(販売士)検定、ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ検定、 

サービス接遇検定、ビジネス能力ジョブパス検定等 

（備考）開設している授業の種類については、令和元年度入学生のもので記載。 

 

 

中途退学の現状 

平成３０年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  0 人 0 人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

欠席増加に伴って、担任からの指導、保護者への連絡、3 者面談などを実施

し、 

 本人の将来を考えての指導を実施している   

 


